
新たな検査制度と
学協会規格の活⽤への期待

平成３０年６⽉５⽇
原⼦⼒規制庁検査監督総括課

⾦⼦ 修⼀

⽇本電気協会シンポジウム
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新たな検査制度の枠組み

評定結果による監視程度
懸念事項への重点的対応
リスクの⼤⼩に応じた軽重

結果の通知・公表
検査結果・評定結果
（各々の重要度の評価
や評価理由、懸念事項
の有無等を含む）

検査

強制措置
許可取消等や措置
命令、報告徴収等

① 検査における気付き事項
②安全確保の⽔準の指標の実績

プラントごとの総合的な評定
個別事項の重要度評価を活⽤し、監視領域の
パフォーマンスの劣化状況を評価するなどし
て、プラントごとに総合的に評定
（アクションマトリックスによる評定）

個別事項の重要度の評価
気付き事項等を安全上の重要度で分類※

・パフォーマンスの劣化
・リスクの程度の評価

基本検査 追加検査

特別検査

被規制者の保安活
動の実施・改善

更なる安全性向上

※ 重要度に応じて複数段階に分類
（赤、白、黄、緑、マイナー）

指導等
改善措置の実施、
改善状況の報告等

監視程度設定
アクションマト
リックスの列に応
じた監視程度

対応措置
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原⼦⼒規制検査の対象

使⽤前事業者検査、定期事業者検査の実施状況
→事業者主体の活動を国が確認する形へ

技術上の基準の遵守状況
→実質的に重要な事項について確認

保安規定、核物質防護規定、廃⽌措置計画等に従って講ずべ
き措置の実施状況
→従来に増して重要な事項に特化した確認へ

保安のために必要な措置、核物質防護措置
→実質的に重要な措置に関して確認
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新たな検査に関連して
被規制者が実施する活動
設備・機器に関する施設管理（保守、点検、修理、改造等）
法定された検査（使⽤前事業者検査、定期事業者検査等）
パフォーマンス指標の収集・管理
様々な作業・状況に係るリスク評価
Corrective Action Program：是正措置活動
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実
運
⽤
開
始

2018年度 2019年度 2020年度

試運⽤結果を反映した⽂書類の適宜修正･適時パブコメ実施･制定

法施⾏

試運⽤フェーズ１

フェーズ２

フェーズ３

試運⽤開始

試運⽤前準備

試運⽤開始時点版⽂書類提⽰

フリーアクセスの現場確認と検査ガイドの試⾏

試運⽤に係る⼿続き的な調整（事業者とルールや守秘義務の確認）

試運⽤の対象とできる検査項⽬をリスト化し、事業者とも調整
の上、実施スケジュール･対象等を検討

試運⽤前事業者説明会（事業者&事務所）

検査の実施とその問題点の抽出
・検査対象のあるプラントで関連検査の試運⽤開始
・全サイトで複数の検査ガイド等の試⾏
・個別事項の重要度評価（SDP）の試⾏
①各検査ガイド⾃体の問題点の抽出
②フリーアクセス運⽤の問題点の抽出（サイト毎）
③リスク情報活⽤に係る問題点の抽出
④新たに事業者検査となる検査実施の問題点抽出
⑤個別事項の重要度評価における問題点抽出

・フェーズ１の問題点の修正と他サイトへの展開
・検査計画に基づく⼀連の検査の流れの施⾏（柏崎刈⽻、⼤飯）
・特定分野を対象とするチーム検査の試⾏
・総合評定の試⾏
①更なる運⽤の問題点抽出
②総合評定実施の問題点抽出
③チーム検査実施の問題点抽出

・運転サイトを優先に全検査ガイドを試⾏
・各サイトで、総合的な視点での試⾏実施
○総合的な試運⽤を踏まえた改善事項の抽出 総合検証

事業者とのルール確定

事業者とのルールの検証

フェーズ1、2を加味した
総合的視点による最終確認

中間検証（WG等にて事業者と共有）

PRA関連の試⾏

総合的な評定の試⾏

模擬出⼝会議

フェーズ２前説明会 フェーズ３前説明会

使⽤前等の時期を図りながら適時チーム検査を試⾏

SDPによる評価の試⾏ 適時、模擬公開会議の実施

中間検証（事業者と共有）

制度運⽤に向けての問題抽出と調整

⽂書類ドラフトの提⽰

事業者による試運⽤版保安規定の整備 試運⽤における課題の抽出と精査

4/1

検査官等からの意⾒集約

横断的領域も含めた検査の試⾏と問題点抽出

検査官等からの意⾒集約

継続的な分析と修正

7/1 10/1

試運⽤開始時点版保安規定
⽂書類

試運⽤の進め⽅
＋体系検討

原⼦⼒規制委員会報告 原⼦⼒規制委員会報告

事業者側の規定類の整備

新たな検査制度の運⽤準備スケジュール
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原⼦⼒関連学協会規格類協議会からの
メッセージ（平成３０年３⽉８⽇）より
公平・公正・公開の原則

委員のコンセンサスと公衆審査による規格策定

最⾼レベルの学術的知⾒と技術の結集、最新知⾒の適時かつ
適切な反映

最新レベルの知⾒・技術の活⽤

安全性向上に資する智慧の体系
安全規制の⾼度化と産業界の⾃主的な安全性向上に寄与
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原⼦⼒関連学協会規格類協議会からの
メッセージ（平成３０年３⽉８⽇）より
新たな検査制度の下での学協会規格の果たすべき役割の拡⼤

国の規制基準と学協会規格の相互補完関係
（規制との意⾒交換と連携の充実）

技術評価、新たな知⾒への迅速・適切な対応

⾃主的な安全性向上の取組の中での学協会規格の役割
ステークホルダーとのインターフェイスの改善

（規格の⼀層の活⽤と⾼度化）
risk-informed, performance-basedの考え⽅の取⼊れ

（優先順位付けと効果的・効率的な安全向上）
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学協会規格に期待される要素

新たな活動への適⽤

新たな考え⽅の採⽤

より必要とされる規格への注⼒

質的に効果の⼤きな規格の充実
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